小学校１年生　さんすう　　単元名 　　１３　　ひきざん　　　　　　　　　　　　NO１
（　　　）ねん（　　　）くみ（　　　）ばん
模範解答　　　　　　　　　　　　　　なまえ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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１　けいさんを　しましょう。（１０点×８問）
（１）１３－９＝４　　　　（２）１２－９＝３

[image: image2.png]



（３）１１－８＝３　　　　（４）１４－８＝６

（５）１５－８＝７　　　　（６）１２－８＝４

（７）１７－９＝８　　　　（８）１６－９＝７

２　おだんごが　１５こ　あります。９こ　たべました。

おだんごは　なんこ　のこって　いますか。

（式１０点，答え１０点）
　

し　き（　１５―９＝６　　　　　　　　　　　　）
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　　　　　こたえ（　６こ　　　　　）


小学校１年生　さんすう　　単元名 　　１３　　ひきざん　　　　　　　　　　　　NO２
（　　　）ねん（　　　）くみ（　　　）ばん
模範解答　　　　　　　　　　　　　　　なまえ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１　けいさんを　しましょう。（１０点×８問）
（１）１２－７＝５　　　（２）１１－６＝５

（３）１２－５＝７　　　（４）１３－６＝７

（５）１３－７＝６　　　（６）１３－５＝８

（７）１５－６＝９　　　（８）１５－７＝８

２　たまいれを　しました。あかぐみは　７こ，しろぐみは１４こ，　いれました。

どちらの　くみが　なんこ　おおいですか。

（式１０点，答え１０点）
し　き（　１４－７＝７　　　　　　　　　　　　　）

こたえ（　　しろぐみが　７こ　おおい　　　　　　）
　　　　　　　　　


小学校１年生　さんすう　　単元名 　　１３　　ひきざん　　　　　　　　　　　　　NO３
（　　　）ねん（　　　）くみ（　　　）ばん
模範解答　　　　　　　　　　　　　　なまえ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１　けいさんを　しましょう。（１０点×８問）
（１）１１－３＝８　　　（２）１２－４＝８


（３）１１－４＝７　　　（４）１１－２＝９

（５）１４－５＝９　　　（６）１８－９＝９

（７）１６－７＝９　　　（８）１６－８＝８

２　こたえが　８に　なる　しきを　５つ　かきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０点）


　　　　　　　　　　－　　　＝８

　　　　　　　　　　－　　　＝８

　　　　　　　　　　－　　　＝８

　　　　　　　　　　－　　　＝８

　　　　　　　　　　－　　　＝８












点





１３－９の計算


１３を１０と３に分ける。


１０―９＝１


　１＋３＝４


慣れてきたら，


１３－９＝４と答えがすぐに出せるようにします。





�





たべてしまうと，さいしょよりへるので，ひきざんになります。はじめが１５個，たべたのが９個なので式は１５－９となります。ブロックやおはじきを１５個用意してお話に合わせて操作をすると，ひきざんになることがよく理解できます。


計算は，　①１５を１０と５に分ける。


②１０－９＝１


③　１＋５＝６


で，答え６個となります。














点





赤組が７個，白組が１４個なので，まず白組が多いことがわかります。差をもとめるときはひきざんになるので，１４－７という式になります。
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点





（１）の１１－３のようにひく数が小さいときは，次のような考え方もあります。


①１１を１０と１に分ける。


②３のうち１をばらかとる。３－１＝２


③のこりの２は１０からとる。１０－２＝８


いずれにしても，慣れて


きたら１１－３＝８と


すぐに答えを出せるよ


うにします。
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17





他にも１２－４，１１－３，１０－２などもあります。ひかれる数が１小さくなると，ひく数も１小さくなるなど，答えを見ながら新しい発見をするのもよいですね。
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